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No．１７４

２００３．７．１５

主な記事
�学会記事
�２００３年度日本地球化学会年会のお知らせ（最終案内・プロ
グラム）

�第１３回ゴールドシュミット国際会議（Goldschmidt 2003）

日本開催のお知らせ

�地球化学講座初回刊行と会員割引価格販売のお知らせ
�日産科学賞・候補者推薦について
�研連，各種委員会議事録

�その他のシンポジウム，人事公募等の各種情報のお知
らせ
�書評

�鳥居基金募集要項の訂正について

現在，日本地球化学会のホームページを国立情報学研究所ホームページ内の学協会情報発信

サービスの中で公開しております。研究助成，シンポジウム，人事公募等の各種情報は随時

更新しておりますのでそちらをご覧ください。

URLアドレスは，http : //wwwsoc.nii.ac.jp/gsj2/index.htmlです。

また，独自ドメイン名を取得いたしましたので，こちらも公開中です。

URLアドレスは，http : //www.geochem.jp/です。
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第５０回（２００３年度）日本地球化学会年会
最終案内（プログラム）

主催：日本地球化学会

共催：日本化学会

後援：くらしき作陽大学

倉敷市・倉敷市教育委員会

会期：２００３年９月７日�
会場：くらしき作陽大学（山陽本線／山陽新幹線新倉

敷駅から徒歩１２分）１号館

内容：地球化学公開講演会，一般講演（ポスター），

総会

地球化学公開講演会―入場無料―：

『世界の海洋に学ぶ瀬戸内海の未来』

中・高校生を含む一般市民向け公開講演会

紀本岳志「瀬戸内海をはかる―観測データが語

る豊かな海の未来―」

田上英一郎「海の物質循環をつかさどる小さな

生き物たち」

２００３年９月７日� １０時３０分～１２時３０分

くらしき作陽大学１号館１２５号室

一般講演発表分野：大気／降水，岩石／地殻，鉱床，

有機物，生物，陸水，温泉／熱水，地球外物質，

海洋，堆積物，環境

その他（Goldschmidt会議に含まれる分野）

一般講演発表形式：ポスターセッション

午前１０時開場，コアタイム１３時～１４時，１５時取

り外し，ポスターボードの幅は１５０cm，高さ

１３０cm，掲示用のピンなどは会場受付けに準

備します。

総会：９月７日� １４時～１５時３０分

学会賞などの表彰は総会の中で行いますが，受

賞講演は Goldschmidt国際会議（講演は９月

８日から１２日まで）の中で行います。

懇親会：年会独自には行いません。Goldschmidt会

議の Icebreaker Partyに合流します。

９月７日� １７時～２０時（流れ解散）

場所：くらしき作陽大学学生ホール（食堂）

参加登録費，懇親会参加費など

１．参加登録費（講演要旨集１部および送料を含む）

予約申し込み（２００３年８月１１日�まで）
会員：１，０００円，学生会員：５００円，

会員外：３，０００円，学生会員外：２，０００円

（予約申し込みに限り，会員で有る無しにかかわ

らず，Goldschmidt会議参加者は無料）

当日受け付け

会員：２，０００円，学生会員：１，０００円，

会員外：３，０００円，学生会員外：２，０００円

２．懇親会参加費

予約申し込み（２００３年８月１１日�まで）
一般：１，０００円，学生：５００円

当日：２，０００円

（Goldschmidt会議 Icebreaker Partyに合流す

るので，Goldschmidt会議参加者は無料）

３．講演要旨集（当日販売）：１，０００円／部

講演要旨集（郵送）：１，５００円／部

４．参加費，講演要旨集代，懇親会費の支払い方法

郵便振り替えにて送金（送金内訳を明記のこと）

（郵便振替受領証をもって領収書とする。別途領

収書を必要とする場合，大会当日，受付に申し出る

こと）

郵便振替口座：００８８０―３―７８７３１

加入者名：日本地球化学会２００３年準備委員会

参加申し込みなどの日程（いずれもホームページから）

講演申し込みは６月１７日に締切りました。

講演要旨受け付け締切り：２００３年７月１５日�
１７：００，または２００３年７月１１日� 必着での郵送

参加予約申し込み締切り：２００２年８月１１日�
１７：００

参加予約申し込みはホームページ上からの受付に

限らせて頂きます。学会ホームページ<http : //www.

geochem.jp>から所定のページを開いて下さい。講演

要旨も出来るだけホームページ上から所定の書式に

従ってお送り下さい。ホームページからの要旨の送付

が困難な方は，７月１１日� 必着による郵送で受け付

けます。地球化学３７巻２号ニュース添付の『講演要旨

作成上の注意』に従って作成し，下記の年会連絡先へ

お送り下さい。

宿泊など：準備委員会から御世話は致しませんが

Goldschmidt国際会議のサイト

<http : //www.ics-inc.co.jp/gold 2003/>

に宿の紹介があります。

年会連絡先：

〒４６４―８６０２ 名古屋市千種区不老町
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名古屋大学環境学研究科地球環境科学（理学部）

２００３年度日本地球化学会年会準備委員会

大会準備委員長 田中 剛

事務局 山本鋼志

会 計 南 雅代

Tel：０５２―７８９―２５２２，Fax：０５２―７８９―３０３３

E-mail : <nenkai@gcl.eps.nagoya-u.ac.jp>

講演・参加申し込み・要旨送付に関する問い合わせ：

米田成一，小林貴之（学会ホームページ担当）

Tel：０３―３３６４―７１４２，Fax：０３―３３６４―７１０４

E-mail : <nenkai 2003@geochem.jp>

学会HP : <http : //www.geochem.jp>

会場へのアクセス方法：
１．JR山陽新幹線／JR山陽本線 新倉敷駅下車

北方の水道タンクをめざして徒歩１０分，後半やや登り坂

２．山陽自動車道路玉島 I.C.料金所から３分

会場の１号館は，正門を入って右側の大きな建物です。
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〔プログラム〕

地球化学公開講演会

『世界の海洋に学ぶ瀬戸内海の未来』

中・高校生を含む一般市民向け公開講演会，入場無料

野津憲治『地球化学公開講演会の開催にあたって』

紀本岳志『瀬戸内海をはかる―観測データが語る豊

かな海の未来―』

田上英一郎『海の物質循環をつかさどる小さな生き

物たち』

会場：１号館１２５号室

時間：１０時３０分～１２時３０分

ポスターセッション

会場：１号館ロビー

時間：１０時掲示開始１５時終了，コアタイム１３時～１４

時）

１P０１ ２００１年つくば降下物における主要並びに微量

元素濃度とその特徴（１武蔵工大原研・２武蔵

工大工・３気象研）○本多照幸１・石田幸三２・

五十嵐康人３・青山道夫３・廣瀬勝己３

１P０２ 西部北太平洋上における大気エアロゾルの化

学的性状と輸送の特徴（１東大海洋研・２科学

技術振興事業団）○松本潔１，２・宇山悠紀子１・

早野輝朗１・植松光夫１

１P０３ 降水，河川水中の窒素化合物の１５N濃度分析

と陸起源窒素の海洋表層への負荷について

（北大院地球環境）○南川雅男・碓井敏宏・

高山良太・大橋麻美・長尾誠也

１P０４ 鹿児島県川内市平ノ山玄武岩の風化過程（鹿

大）○林佳奈子・山本温彦

１P０５ 野島断層ボーリングコア試料から採取した方

解石の２３０Th-２３４U年代測定（１東大地震研・２静

大理）○渡邊裕美子１・中井俊一１・林愛明２

１P０６ 単一鉱物粒子による Rb-Sr鉱物年代測定の

試み（名大院環境）○若木重行・田中剛

１P０７ Ce-Nd-Sr同位体による，日本列島下のマン

トルウエッジ組成についての地球化学的研究

（名大院環境）○林隆正・田中剛

１P０８ 四国三波川変成帯に産する肉淵超塩基性岩体

の起源（１名大院理・２名大院環境）○仙田量

子１・加地拓哉１・田中剛２

１P０９ 黒耀石の微量元素組成からみた地域的特徴

（１立正大・２明治大）○中井弥生１・福岡孝

昭１・杉原重夫２

１P１０ 塩素の同位体宇宙地球化学�標準岩石の塩素
同位体比（１海技大学校・２神戸大院自然科

学・３神戸大理）○藤谷達也１，２・中村昇２・林

恭子３

１P１１ エントロピーの四組効果と希土類元素地球化

学―その２（名大院環境）○川邊岩夫

１P１２ 炭酸カルシウムに取り込まれる希土類元素の

酸化数の測定（１東大院理・２産総研）○吉田

哲章１・鍵裕之１・津野宏２

１P１３ 鉱物からの希土類元素の溶脱における結晶構

造規制（名大院環境）○柴田信之介・田中剛

１P１４ 明礬石族鉱物生成時におけるランタノイド元

素の分配（上智大理工）○長谷川潤

１P１５ CZ法によるケイ酸塩ガーネットの合成と問

題点（１東大アイソトープ総合セ・２明治大理

工・３学習院大理）○森岡正名１・中村利廣２・

長沢宏３

１P１６ 蛍光分光法で見る鉱物溶解速度の結晶面依存

性（東大院理）○福良哲史・角森史昭・鍵裕

之

１P１７ コンクリートストロー中の硝酸イオンに関す

る研究（１琉大院理工・２琉大機器分析セ）○

森山文基１・棚原朗２・小沢奈央１

１P１８ バングラデシュ中央部における地下水水質の

季節変動（１岡大環境理工・２大阪市大理）○

小林滋１・益田晴恵２・西垣誠１

１P１９ 中国四川盆地北部の地下水の水質と水循環に

伴う汚染過程（１大阪市大院理・２岡大固地

研・３成都理工大）○李暁東１，３・益田晴恵１・

大野雅子１・日下部実２・曾海贅３

１P２０ 多摩川における溶存一酸化二窒素のアイソト

ポマー比の時系列変化（１東工大院総理

工・２東工大フロンティア創造セ・３科学技術

振興事業団）○岩井宏之１・吉田尚弘１，２，３・豊

田栄１，３

１P２１ 瑞浪超深地層研究所計画第１段階における地

下水の地球化学特性について（核燃料サイク

ル開発機構東濃地科学セ）○水野崇・岩月輝

希・古江良治・彌榮英樹

１P２２ 淀川水系における窒素およびリンの分布・挙

動（近大理工）有井康博・山口善敬・坂本正
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子・○中口譲

１P２３ 大阪府南部地域における地下水中のヒ素濃度

季節変化と硫黄同位体比との関連性（１大阪

市大院理・２岡大固地研）○大野雅子１・益田

晴恵１・日下部実２

１P２４ 鹿児島市地下水中の化学成分の挙動（鹿大

理）○梶原佑介・坂元隼雄・冨安卓滋・穴澤

活郎

１P２５ 鹿児島県網掛川および別府川水系における水

質の年変化（鹿大）○西中須暁子・山中祐

樹・山本温彦

１P２６ 南九州河川における主要化学成分の空間把握

（鹿大理）穴澤活郎・○顕谷久典・坂元隼

雄・冨安卓滋

１P２７ 九州地区における温泉水中の希土類元素の定

量分析（九大院理）○富永武・石橋純一郎

１P２８ 温泉からみた東北日本北部域における地殻内

流体の形成過程（東北大院理）○谷口敦行・

箕浦幸治

１P２９ 熱水プルーム中の溶存有機態金属（電中研）

○下島公紀

１P３０ 酸性降下物による森林土壌の劣化の指標とな

りうる有機分子に関する研究（１東海大院海

洋・２名大農・３広島大総合科学）○安田朝

子１・西村弥亜１・綱島直哉１・竹中千里２・佐久

川弘３

１P３１ ナウマン象臼歯化石から抽出したアミノ酸

の１４C年代とラセミ化反応（１名大院環境・２名

大年測セ）○南雅代１・村中泰志１・中村俊夫２

１P３２ 現世および先カンブリア代ストロマトライト

の酸化抽出で得たマレイミド類とフタルイミ

ド類（１筑波大・２産総研）○野本信也１・小園

正樹２・川添菜津子１・三田肇１・木越英夫１

１P３３ モデル細胞膜小胞内部へのグリシンの取り込

み（九大院理）○中島丈博・村江達士

１P３４ 衝撃波によるアミノ酸の変化：グリシン水溶

液氷の場合（１九大院理・２宇宙科学研）○家

村育民１・村江達士１・矢守章２

１P３５ ケイ酸塩鉱物存在下での芳香族炭化水素の衝

撃反応（名大院環境）○三村耕一・外山誠司

１P３６ メソシデライトケイ酸塩包有物の研究（１総

研大・２極地研）○玉置美奈子１・三澤啓司２・

山口亮２

１P３７ CRコンドライト中のコンドルールリムの酸

素同位体組成（東工大）○永島一秀・竹田

裕・伊藤正一・圦本尚義

１P３８ Y―８１０２０CO３．０コンドライト中のコンド

ルールーを内包する CAI（東工大院理工）

○伊藤正一・圦本尚義

１P３９ 融解法を用いたマーチソン隕石からのプレ

ソーラーグレインの分離（１東工大院理工

・２学習院大理）○松濤誠之１・永島一秀１・長

沢宏２・圦本尚義１

１P４０ 広島隕石の落下と分類（１科博・２理研・３東大

地殻化学）○米田成一１・岡田昭彦２・朴芝

鮮３・海老澤紀子３・長尾敬介３

１P４１ 太平洋堆積物の間隙水の REE組成（名大院

環境）○武辺勝道・山本鋼志

１P４２ 東京湾，陸奥湾および噴火湾海底堆積物にお

ける主要並びに微量元素の分布と堆積環境

（１武蔵工大原研・２武蔵工大院工）○本多照

幸１・木村賢一郎２

１P４３ 南シナ海およびスル海のセレンの溶存セレン

化学種（１近大理工・２東大海洋研）竹井宗

靖１・○中口譲１・山口善敬１・有井康博１・服部

裕史２

１P４４ グアム島のサンゴ骨格記録に基づいた過去

２００年間の海洋環境復元（東北大院理）○浅

海竜司・山田努・井龍康文

１P４５ 白化サンゴの骨格に見られる酸素・炭素同位

体比変動：代謝効果と反応速度論的効果（１産

総研・２東北大院理・３オーストラリア国立

大・４オーストラリア海洋科学研究所・５国士

舘 大）○鈴 木 淳１・川 幡 穂 高１，２・Gagan,

Micheal K.３・Fabricius, Katharina４・雪野

出５

１P４６ 開放的なサンゴ礁域における有機無機炭素生

産量の見積もり（１琉大院理工・２琉大熱帯生

物圏研究セ・３㈱国土環境・４琉大理）○渡慶

次亮子１・藤村弘行１・北田幸男１・中野義勝２・

田端重夫３・大森保４

１P４７ 国際海洋環境情報センターの深海映像情報

データベース構築と公開（１海洋科技セ・２㈱

マリンワークジャパン）○園田朗１・兼次藤

子２・宮城伸２・諸喜田明花２・石川賀子２・大城

美香２・他谷康１

１P４８ 産総研地球化学標準試料 JCp―１（サンゴ），

JCt―１（シャコガイ）の共同分析結果（１産総
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研地球科学情報研究部門・２産総研海洋資源

環境研究部門・３東北大院理）○岡井貴司１・

鈴木淳２・寺島滋１・井上麻夕里３・野原昌人２・

川幡穂高２，３・今井登１

１P４９ 産総研地球化学標準試料 JA―１a（安山岩）

の作製と JA―１a及び JSO―１（土壌）試料の

共同分析結果（産総研地球科学情報研究部

門）○岡井貴司・寺島滋・今井登・御子柴真

澄・太田充恒

１P５０ 日本における岩石等の地球化学情報データ

ベースに関する研究（産総研地調総合セ）○

今井登・御子柴真澄・金井豊

１P５１ VMAP観測における無人海洋大気観測艇に

よる日本周辺海域の大気成分測定（１科学技

術振興事業団・２東大海洋研・３紀本電子工

業・４東海大海洋）○成田祥１，２・服部裕史１，２・

植松光夫１，２・鈴木隆生１，２・紀本岳志３・千賀康

弘４

１P５２ 大気中の煤の炭素同位体比の変動（東京農工

大）○品川士門・赤木右

１P５３ 酸化還元フロントの形成と二次的物質移動現

象（１名大博物館・２名大院環境・３英国地質調

査所）○吉田英一１，２・山本鋼志２・田中姿郎２・

Antony, Milodowski３

１P５４ 花崗岩中の酸化還元フロント形成に伴う元素

の挙動（１名大院環境・２名大博物館）○赤川

史典１・山本鋼志１・吉田英一１，２

１P５５ マルチトレーサー法を用いた花崗岩間隙水中

での微量元素の拡散に関する研究（１広

大・２理研）○平方亜衣１・高橋嘉夫１・蛭沼利

江子２・榎本秀一２

１P５６ 火山地域およびその周辺地域の植物中の水銀

含有量（鹿大理）○小堀晃作・坂元隼雄・冨

安卓滋・穴澤活郎

１P５７ シラスによる重金属（亜鉛等）の吸着（鹿大

理）○飯盛啓生・坂元隼雄・冨安卓滋・穴澤

活郎

１P５８ 有機態金属分析による大阪湾沿岸域堆積物の

環境評価（１名大院環境・２神戸大内海域教育

研究セ）○山田味佳１・山本鋼志１・牛原康

博２・川井浩史２

１P５９ 有機スズ化合物の XAFS法によるスペシ

エーション（１広大院・２海上技術安全研究

所・３SPring―８高輝度光科学研究セ・４高エネ

ルギー加速器研究機構）○榊原直樹１・高橋

嘉夫１・山口良隆２・宇留賀朋３，４・野村昌治４

１P６０ XANES法によるスペシエーションに基づく

土壌中のヨウ素の溶出挙動の解明（１広

大・２鳥取大・３高輝度光科学研究セ）○児玉

紗由梨１・高橋嘉夫１・奥村和２・宇留賀朋哉３・

清水洋１

１P６１ 愛知県の地球化学図―主要成分元素―（１名

大院環境・２名大博物館・３名大理・４名古屋文

理大情報文化）○山本鋼志１・田中剛１・南雅

代１・三村耕一１・浅原良浩１・吉田英一１，２・與

語節生３・稲吉正実４

１P６２ 愛知県の地球化学図―微量元素―（１名大院

環境・２名大博物館・３名古屋文理大情報文

化）○田中剛１・山本鋼志１・南雅代１・三村耕

一１・浅原良浩１・吉田英一１，２・輿語節生１・稲

吉正実３

１P６３ 地圏環境評価指標としての Sr同位体（１名大

院環境・２名大理・３名大博物館）○浅原良

浩１・石黒寛子２・田中剛１・山本鋼志１・三村耕

一１・南雅代１・吉田英一１，３・與語節生２

第１３回ゴールドシュミット国際会議
（Goldschmidt２００３）
日本開催のお知らせ

―プログラムの発行―

会議名：第１３回ゴールドシュミット国際会議

（Goldschmidt 2003）

Website : http : //www.ics-inc.co.jp/gold 2003/

E-mail : gold 2003@ics-inc.co.jp

開催時期：２００３年９月７日�～１２日�
開催場所：くらしき作陽大学（倉敷市）

主催：The Geochemical Society（国際地球化学会），

The European Association of Geochemistry

（欧州地球化学連合），The Mineralogical So-

ciety of America（米国鉱物学会），日本地球化

学会（The Geochemical Society of Japan）

後援：（独立行政法人）産業技術総合研究所，（学校法

人）くらしき作陽大学，倉敷市，岡山県

学協会後援：２０学協会（名称略）

会議の規模：参加者約１，２００名，発表論文数約１，１５０件

（口頭およびポスター），特別講演，企

業展示，バンケット，エクスカーション
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ゴールドシュミット国際会議は，General Sympo-

sia９領域と Special Symposia５３テーマから構成さ

れます。論文発表は，１，１５０件の申し込みがあり，す

でにプログラム編成が終わっています。以下に会議日

程の概要を示しますが，論文発表プログラムおよび会

議の詳細は，会議ホームページ（http : //www.ics-inc.

co.jp/gold 2003/）をご覧ください。早期割引登録はす

でに終了していますが，当日現地での登録も可能です

（主催学会の会員割引料金一般３８，０００円，学生１８，０００

円）。

９月１０日�午前の全体会議では，授賞式のほか，以
下の特別講演が予定されています。

Gast Lecture

H. Ohmoto : Chemical and biological evolution of

the early Earth : A minority report

GSJ Award Lecture

I. Kaneoka : Terrestrial noble gases - A unique in-

dicator for the chemical structure and evolution of

the Earth

Goldschmidt Lecture

B. J. Wood : The principles controlling trace ele-

ment partitioning in igneous processes

ゴールドシュミット国際会議では，以下のテーマと

日程で，若手研究者と学生を対象にしたショート・

コースを開催します。詳しくは下記のホームページを

ご覧ください。

13th V. M. Goldschmidt Conference Short Course

on ICP-Mass Spectrometry

http://www.geo.titech.ac.jp/epss/ss2003/index.htm

期間：２００３年９月６日� １２：３０～７日� １５：００

場所：岡山テルサ（JR山陽線中庄駅からタクシーで

５分）

講師：G. Detlef (ETH, Switzerland), A. Halliday

(ETH, Switzerland), T. Fujii (Tokyo U), S. E.

Jackson (GEMOC, Australia), K. O’Nions

(Oxford U, UK)

ゴールドシュミット国際会議の開催を前に，倉敷市

において，以下の二つの中・高校生，一般市民向け公

開講演会が開催されます。いずれも入場無料。

	 ゴールドシュミット国際会議記念倉敷市民講演会

「地球と生命のふしぎ」

日時：２００３年８月２４日� １３：００～１６：３０

場所：ライフパーク倉敷大ホール（JR山陽線倉敷

駅からバス２５分）

内容：酒井 均：火星にも生き物は生まれたか？―

温泉大好きバクテリアは語る―

風早康平：火山噴火：その恵みと災害

野尻幸宏：地球温暖化，これってこまるの？

どうしよう？


 地球化学市民講座

「世界の海洋に学ぶ瀬戸内海の未来」

日時：２００３年９月７日� １０：３０～１２：３０

場所：くらしき作陽大学１号館（JR山陽新幹線新

倉敷駅下車徒歩１０分）

内容：紀本岳志：瀬戸内海をはかる―観測データが

語る豊かな海の未来―

田上英一郎：海の物質循環をつかさどる小さ

な生き物たち

（第１３回ゴールドシュミット国際会議組織委員会

委員長 松久幸敬）

（連絡先）

第１３回ゴールドシュミット国際会議組織委員会事務局

〒３０５―８５６７ つくば市東１―１―１ 中央第７

産業技術総合研究所地球科学情報研究部門

富樫茂子 気付

Tel：０２９８―６１―３９４０，Fax：０２９８―６１―３７４８

E-mail : s-togashi@aist.go.jp

午前 午後 晩

９月７日� 登録開始（１６時） アイスブレーカー

８日� 一般講演／ポスター 一般講演／ポスター ウェルカムレセプション

９日� 一般講演／ポスター 一般講演／ポスター

１０日� 全体会議・特別講演 オプショナルツアー

１１日� 一般講演／ポスター 一般講演／ポスター バンケット

１２日� 一般講演／ポスター 一般講演／ポスター
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地球化学講座初回刊行と
会員割引価格販売のお知らせ

日本地球化学会では，１９９８年９月に地球化学講座編

集委員会を発足させ，全８巻からなる「地球化学講

座」の出版に向け活動を行なってきましたが，本年７

月１０日に最初の刊行として第３巻「マントル・地殻の

地球化学」（野津憲治・清水洋共編）の刊行にこぎつ

けました。発行所は培風館で（ISBN４―５６３―０４９０３―４

C３３４４），定価は本体３，８００円，消費税込みで３，９８０円

です。各章のタイトルと内容は以下の通りです。

第１章 固体地球の内部構造と構成物質（入船徹男）

第２章 固体地球物質の化学と同位体組成

（鍵 裕之）

第３章 元素の分配 （川邊岩夫）

第４章 地球の誕生と形成直後の分化 （平田岳史）

第５章 マントル―地殻系４５億年の進化（中井俊一）

第６章 大気・海洋の形成と進化 （佐野有司）

第７章 マントル・地殻における物質循環

（岩森 光）

第８章 堆積作用と地球表層環境の変遷（清水 洋）

第９章 地殻内流体の関与する化学現象（篠原宏志）

付録 わが国の固体地球化学的研究のハイライト

（野津憲治）

「地球化学講座」は，日本地球化学会の監修のもと

に刊行されており，以下の要領で会員に対して２割引

の特別価格（税込３，１９２円）での販売を実施します。

以下の申込書に必要事項を記入の上，電子メール，

ファクシミリ，もしくは郵送で７月末日までに培風館

担当（山本宛）にお送りください。なお送料が，１冊

の場合３４０円，２～３冊で４５０円，４～５冊で５９０円程

度かかる予定です。１冊あたりの送料負担は冊数が多

いほど低額になりますので，お近くの方とまとめて注

文されることをお勧めします。代金の支払いは本と一

緒に送られてくる請求書の金額を指定の銀行口座に振

り込んでください。なお，１冊で注文の場合は送料を

加えると大学生協で行なっている１割引き販売とほと

んど同じ額になることを付け加えておきます。

また，本年倉敷で行なう年会の際に，受け付けにて

２割引き販売のコーナーを作ることを予定しておりま

すので，御利用ください。

注文書送り先：

E-mail : bfk-2hen@mx6.mesh.ne.jp

Fax：０３―３２６２―５３５７ 培風館編集部（山本新宛）

または，

〒１０２―８２６０ 東京都千代田区九段南４―３―１２

培風館編集部（山本新宛）

注 文 書

「地球化学講座」第３巻「マントル・地殻の地球化

学」を注文します。

注文部数 冊

送本先

郵便番号：〒

住 所：

所 属：

お 名 前：

電話番号：

Fax番号：

E-mail :

日産科学賞・候補者推薦について

１．日産科学賞

推薦基準：自然科学分野（人文・社会科学分野との

複合領域を含む）において以下の卓越した研究業績を

あげ，さらに今後の発展が期待されるわが国の公的機

関に所属する新進気鋭の研究者とします。

①学術研究における重要な発見

②新しい研究分野の開拓

＊原則個人表彰とする（推薦するプロジェクトで複

数の研究者が対象になる場合でも扱いは１件とす

る）

推薦依頼数：１名（学会からの推薦）

賞の内容：正賞……賞状，金メダル

副賞……賞金５００万円

推薦締切：平成１５年８月１５日�（日本地球化学会到
着分）

推薦手続き：所定の用紙に必要事項を記入し，日本

地球化学会庶務幹事宛に１部提出

＊所定の用紙は，庶務幹事・鍵裕之（東大理学系研

究科附属地殻化学実験施設）までご請求くださ

い。

２．学術研究助成

財団へ直接応募となります。財団ホームページから

記入可能な助成申請書式をダウンロードできます。応
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募詳細手順はホームページの指示に従ってください。

＊電子メール添付応募と同時に印刷物１部を宅配で

発送してください。（セット受付，片方のみは不

可）

＊応募締め切りは平成１５年７月３１日� １７時（財団

到着分）

詳細は http : //www.t 3.rim.or.jp/～at 02-nsj/をご参

照ください。

第１８期第８回地球化学・
宇宙化学研究連絡委員会議事録

日時：２００３年５月１５日� １３：３０～１７：００

場所：日本学術会議第７部会会議室（６階）

出席者：田中剛委員長，青木謙一郎，日下部実，清水

洋，下山晃，田結庄良昭，中澤高清，藤原顕，

松田准一 各委員

報告事項

１．学術会議関係

１．１ 総合科学技術会議「日本学術会議の在り方につ

いて」（２月２６日）に対する，日本学術会議改革推

進委員会における審議状況の概要に関する資料が配

付された。

１．２ 第１８期第７回地質科学総合研究連絡委員会報告

（２００３年３月１１日開催。田中委員長）。地質科学総

合研連の役割と構成（次期は第四紀専門委員会と地

質環境専門委員会（仮称）とで構成する）などが審

議されたとの報告があった。

１．３ 地球化学・宇宙化学研究連絡委員会国際対応に

ついて報告書を提出した（田中委員長）。

１．４ 第１８期の「日本学術会議の自己評価」として本

研究連絡委員会の自己評価を提出した（田中委員

長）。

１．５ 地球化学・宇宙化学研究連絡委員会報告を提出

した（田中委員長）。

１．６「環境学における地球化学のありかた」を，本研

連の対外報告としてとりまとめて発表した（田中委

員長）。

２．その他

２．１ ２００３ゴールドシュミット国際会議の申込状況な

どの報告があった（田中委員長）。

審議事項

１．平成１６年度科学研究費補助金の審査委員候補者の

推薦

	 推薦依頼：本研連は，分科「地球惑星科学」の

第２段審査委員１名については３倍の審査委員候

補者を推薦し，細目「地球宇宙化学」の第１段審

査委員３名については２倍の審査委員候補者を推

薦する。昨年と同じく１８学協会へ推薦依頼を行っ

た。その際に，日本地球化学会には，第１段審査

委員候補６名，第２段審査委員候補３名を，それ

以外の学協会には第１段審査委員候補１名，第２

段審査委員候補１名の推薦を依頼した。


 第２段審査委員候補の選考：全候補者１３名を分

野 A（固体地球関係）と B（大気・水圏・生物圏

関係）に分けた後に，候補者３名を選出した。選

出にあたっては年齢や同一の機関に片寄らないな

ど，審査委員候補者の推薦に係る留意事項に従っ

た。

� 第１段審査委員候補者の選考：学会の推薦順位

に従い，上位と下位に分けた後，全候補者１８名を

分野 A（固体地球関係）と B（大気・水圏・生物

圏関係）に分け，候補者６名を選出した。選出に

あたっては，審査委員候補者の推薦に係る留意事

項に従った。

２．第１９期への引き継ぎ事項を審議した。本研連の定

数が１９期からは１名減の１１名となる。日本学術会議

会員１名以外の１０名は学協会等からの推薦で，１９期

について，その内訳は次のとおりとした。日本地球

化学会５名，日本地質学会１名，日本鉱物学会１

名，日本岩石鉱物鉱床学会１名，日本化学会１名，

地球物理研連（固体系）１名。

第１８期第４回惑星科学専門委員会議事録

日時：２００３年５月２９日� １２：３０～１３：３０

場所：ホテルグリーンタワー幕張「楼蘭」

出席者：土山・本蔵・山本（以上委員），中澤（前委

員・委員長）・水谷・香内・圦本・加藤（以

上オブザーバー）

議事

１．審議事項

①新委員選出の経緯

中澤前委員長より，個人的な都合により委員長を

辞任したい旨またそれにより定数３のうち，日本惑

星科学会選出の委員枠が無くなることから新しい委

員を選出していただく必要があった旨の説明があっ

― 9―



た。

②新委員長選出

委員３名の互選により，山本哲生氏が新委員長に

選出された。

これに伴い，地物研連の委員として中澤に替わり

山本氏が着任する旨，５月３０日開催の地物研連に報

告する。

２．報告事項

①新研連設置

来期（１９期）からの学術会議各研究連絡委員会の

体制がほぼ決まった。関連分野に関しては，地球物

理学研究連絡委員会傘下の６研連は３研連にまとめ

られ，旧来の研連は全て専門委員会となる。また，

現在の惑星科学専門委員会は地物研連の傘下に入ら

ず，委員定数６の独立研連となる。総合科学技術会

議が日本学術会議本体の見直し勧告を行ったことか

ら長期的には流動的である。１９期の始まる１０月まで

には新研連の人選を行う必要がある。

②第８回地球物理学研究連絡委員会

・地物研連主催の IUGGについて各種の報告が

あった。当初予定したほど寄付が集まらず，資金

的な困難が予想されること，また SARSの影響

などが報告されたが，概ね準備は順調に進んでい

る。

・科研費審査委員の選出について検討した結果，大

筋として前年度通りの推薦方法とすることを確認

した。

③研究費調査とりまとめ

一昨年，昨年と科学研究費に関するアンケートを

実施してきたが，合理的な回答が得られていない。

山本新委員長のもとで引き続き検討していただきた

い旨中澤よりコメントがあった。

３．その他

下記のような意見交換を行った。

・現在の学術会議会員（現在２１０名）構成に新しいカ

テゴリー「連携会員」が加わることとなっている

が，連携会員は分野の代表としてではない選出過程

を経てくることとなっており，他分野との競争につ

いて，体制の立て直しが必要ではないかとの意見が

上がっている。

・鉱物学会と岩鉱学会の統合が議論されている。

・総合科学技術会議から日本学術会議への勧告に対

し，反論を行っているが，議論が幅広すぎるため，

説得力を持たない。

岡山大学理学部地球科学教員の公募

このたび下記要項により教員を公募することになり

ました。つきましては，貴機関関係者への周知方よろ

しくお取り計らい下さいますようお願い申し上げま

す。

記

１．職名・人員：教授 １名

２．採用分野：地球物質循環学（循環地球化学分野）

３．着任時期：決定後できるだけ早い時期

４．応募資格：

	 博士の学位を有すること


 大気圏・水圏・地圏における物質フラックス・

循環，各圏の進化発展過程，地球環境等に関する

教育研究を，熱意を持って推進できる方

５．担当予定授業科目：

	 教養教育科目：地学及びその他の関連科目


 学部及び大学院自然科学研究科（博士前期課

程，博士後期課程）授業科目：地球化学とその関

連分野の専門科目

６．提出書類：

	 履歴書：�学位明記，写真貼付，�署名捺印
（市販の用紙を使用のこと）


 研究業績目録（審査付き原著論文，総説，著

書，その他の報告に区分して記載）

� 主要研究業績１０編の別刷（最近５ヵ年間の業績

を主体に代表的なもの；コピー可）

� 研究業績の概要（２，０００字程度）

� 教育経験がある場合は，これまでの教育活動の

概要（１，０００字程度）

� 採用された場合の研究と教育に対する抱負

（１，２００字程度）

� 応募者について意見を伺える方２名の氏名，所

属，連絡先

提出書類は，履歴書を除き全て A４判横書きと

し，それぞれ別葉とする。なお，各葉に氏名を明記

すること。

７．公募締切：平成１５年７月３１日� 必着

８．書類送付先：

〒７００―８５３０ 岡山市津島中三丁目１―１

岡山大学理学部地球科学教室 柴田次夫宛

（封書に「応募書類在中」と朱書のうえ，書留で送

付のこと）
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９．照会先：岡山大学理学部地球科学教室 柴田次夫

Tel：０８６―２５１―７８８１

E-mail : shibata@cc.okayama-u.ac.jp

１０．その他：

公募締め切り後の選考段階で，面接あるいは講演

会等を行なうことがあります。

第４７回粘土科学討論会のお知らせ

１）主催：日本粘土学会

２）共催（予定）：資源・素材学会，資源地質学会，

ゼオライト学会，地盤工学会，日本化学会，日

本火山学会，日本原子力学会，日本岩石鉱物鉱

床学会，日本鉱物学会，日本セラミックス協

会，日本セラミックス協会原料部会，日本高分

子学会，日本第四紀学会，日本地学教育学会，

日本地球化学会，日本地質学会，日本土壌肥料

学会，日本熱測定学会，日本ペドロジー学会，

農業土木学会（５０音順）

３）期間：平成１５年９月２４日�～２６日�
４）会場：広島大学大学院理学研究科講義棟（東広島

キャンパス）

〒７３９―８５２６ 東広島市鏡山１―３―１

Tel：０８２４―２４―７４６６（北川）

５）日程：

９月２４日 ９：００～１２：００ 口頭発表

１３：００～１４：００ 特別講演

１４：００～１７：３０ シンポジウム

１８：００～ 懇親会

９月２５日 ９：００～１１：００ 口頭発表

１１：００～１２：００ 日本粘土学会総会

９：００～１２：００ ポスター展示

１２：００～１４：３０ ポスター討論

１４：３０～１７：３０ 口頭発表

６）講演：

A．特別講演

題目：「韓国の粘土鉱床」（仮題）黄辰淵（釜山大）

B．平成１５年粘土科学討論会シンポジウム

�粘土圏の空間分布
１４：００～１４：３５ 地球表層における粘土圏の役割

（仮題）

１４：３５～１５：１０ 地下深部における生命圏粘土圏

相互作用（仮題）

１５：１０～１５：４５ 宇宙空間における粘土鉱物の分

布とその存在意義（仮題）

１５：４５～１５：５５ 休憩

�粘土鉱物のナノ解析手法
１５：５５～１６：３０ 電子顕微鏡による層状珪酸塩の

ナノ解析法（仮題）

１６：３０～１７：０５ 分子シミュレーションによる粘

土鉱物のナノ解析法（仮題）

�１７：０５～１７：４５ 総合討論

７）見学会：

日時：平成１５年９月２６日�
場所：呉市中国工業技術研究所（瀬戸内海大型水理

模型・施設の見学），東広島市西条粘土採掘

場および西条酒蔵見学

参加費：５，０００円／人

申込：講演申込みの際に申し込まれるか，官製はが

きに参加者氏名・所属を記入して，下記申込

先にお送りください。

８）会費：

参加登録料；会員（共催学会員を含む）２，０００円，

学生会員１，０００円，非会員３，０００円

講演要旨集代；３，０００円

懇親会費；一般５，０００円，学生３，０００円

９）宿泊案内：

東広島市内に宿泊をお考えの方：宿泊施設が多く

はありませんのでお早めにご予約ください。

１０）会場への交通：

JR西条駅前からバス「広島大学」行に乗り，「広

島大学・中央口」バス停で下車。広島バスセンター

から，広島大学行きの高速バス（グリーンフェニッ

クス）が１日１５往復運行。

１１）連絡先：

〒７３９―８５２６ 東広島市鏡山１―３―１

広島大学大学院理学研究科・地球惑星システム学専攻

北川隆司

Tel：０８２４―２４―７４６６，Fax：０８２４―２４―７４６６

E-mail : e-mail : kitagawa@sci.Hiroshima-u.ac.jp

E-mail : jige@hiroshima-u.ac.jp（地下）

第１４回大気化学シンポジウム

主催：名古屋大学太陽地球環境研究所

協賛：日本地球化学会ほか

日程：２００４年１月７日�～９日�
場所：豊川市民プラザ（愛知県豊川市諏訪３丁目３０２）

内容：地球大気対流圏および成層圏における化学・輸

送過程についての観測・実験・モデリング・衛
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星データ解析などによる研究結果を口頭ならび

にポスター発表により議論する。

発表申込：発表を申し込まれる方は，氏名，所属，連

絡先，発表題目ならびに発表の概要（２００

字程度），発表形式（口頭かポスター発

表）を下記申し込み先まで E-mailまたは

Faxでお申し込み下さい。

発表申込締切：２００３年１１月２１日�
参加登録費：無料

懇親会：１月８日� １８時より。会費６，０００円（予定）

申込，問合先：名古屋大学太陽地球環境研究所内

大気化学研究会事務局

〒４４２―８５０７ 豊川市穂ノ原３―１３

Tel：０５３３―８９―５１６０，Fax：０５３３―８９―５５９３

E-mail : taikiken@stelab.nagoya-u.ac.jp

詳細はHP

http : //www.stelab.nagoya-u.ac.jp/ste-www 1/div

1/taikiken/をご覧ください。

書 評

「アフリカ大陸から地球がわかる」

諏訪兼位著，岩波ジュニア新書 ４３１，定価７４０円

２００３年４月

岩波ジュニア新書は時々地球科学に関する解説書を

発行しており（例えば地球がわかる５０話，島村英紀；

地磁気逆転 X年，綱川秀夫），私は愛読者の一人であ

るが，今回また興味あるテーマの一冊が刊行された。

それは諏訪兼位氏の「アフリカ大陸から地球がわか

る」である。著者はアフリカ大陸の地球科学研究の第

一人者であり，１９６２年のエチオピア地溝帯の調査以

来，４０年にわたってアフリカ研究に携わってきた。本

書はアフリカ大陸について著者の思いや魅力を語っ

た，ジュニア向けのアフリカ大陸解説書である。

本書は五章からなる。第一章は著者がアフリカ大陸

の調査を始めた動機や，１９６２年の最初のアフリカ調査

の様子が苦労話をまじえて述べられている。ここでは

地質調査の方法が初心者向けにかなり詳しく解説され

ている。また多くの探検家をとりこにしたナイル川

や，恐竜の天国といわれるアフリカ大陸の魅力が語ら

れている。第二章は先カンブリア時代のアフリカ大陸

の解説である。最初に地球の年齢観の変遷についてふ

れ，カラハリ剛塊を例に始生代，原生代のアフリカ大

陸についての説明が続く。またアフリカ最古の化石

や，黒田和夫教授が予言した天然原子炉などのトピッ

クスがとりあげられている。そして先カンブリア時代

末期に起こった汎アフリカ造山運動の話が続く。第三

章ではダイヤモンドとアフリカ大陸との関係が述べら

れている。ゴンドワナ大陸の分裂により生じた深部に

達するひび割れに沿ってキンバリー岩が急上昇して，

ダイヤモンドを地表にもたらした経緯がわかりやすく

語られている。そしてダイヤモンド発見物語が紹介さ

れている。第四章はアフリカ大地溝帯の話である。東

部アフリカを６，０００kmにわたって南北に縦貫する大

地溝帯の形成，発展過程が詳しく解説されており，地

溝帯に産出するカーボナタイトの成因，地溝帯で始め

て発見された初期人類の化石とその後の人類起源の研

究の歴史が興味深く述べられている。第五章は砂漠化

の問題の解説である。サハラ砂漠の歴史と，サハラ砂

漠の南縁に位置するサヘル・スーダン地帯における砂

漠化が，自然現象だけでなく農地の不適切な使用に

よっても起こることが述べられている。そして最後に

砂漠化防止のための研究紹介がなされている。

著者は１９９７年にアフリカ大陸の解説書として「裂け

る大地アフリカ大地溝帯の謎（講談社選書メチエ）」

を出版した。これは一般の読者を対象として書かれた

ものである。これに対して本書はジュニア向けにわか

りやすい語り口での述べられており，専門用語の解説

も末尾にまとめてある。しかし全般的にかなり専門的

であり，ジュニア向けとはいえ内容は高校地学の副読

本，あるいは大学教養地学の参考書として十分使用に

耐えるものである。著者はアフリカ調査の副産物とし

て，歌集「サバンナをゆく」，画集「スケッチブック」

を刊行し，幅広い趣味の一端を紹介した。本書のカ

バーの絵もこの画集に納められている１枚で，ケニ

ヤ，ツアボ国立公園の雄大なサバンナ風景である。

（柴田 賢）
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鳥居基金募集要項の訂正について

皆様のお手元に届いている地球化学会員名簿号（Vol．３７，特別号，２００３），１０７ページに誤りがありました。

ご迷惑をおかけ致しますことをお詫び申し上げますとともに以下のように訂正させていただきます。会員の皆

様のご理解をいただけますようよろしくお願い申し上げます。

（誤）

５．申請手続

応募者は、別紙様式の申請書（	および
）を所定の期日までに日本地球化学会に提出する。
（正）

５．申請手続

応募者は、別紙様式の申請書（	－Aまたは	－B、および
業績リスト（発表論文、様式自由））を所定の
期日までに日本地球化学会に提出する。

皆様の情報・原稿をお待ちしています。地球化学に関連した研究集会，シンポジウムの案内，人材募集，

書評，研究機関の紹介など何でも結構です。編集の都合上，電子メール，フロッピー（マックもしくは Dos/V

いずれでも結構です）での原稿を歓迎いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。次号の発行

は２００３年１２月上旬頃を予定しています。ニュース原稿は１０月下旬までにお送りいただくよう，お願いいたし

ます。また，ホームページに関するご意見もお寄せください。

編集担当者

米田成一

〒１６９―００７３ 東京都新宿区百人町３―２３―１

国立科学博物館理工学研究部

Tel：０３―３３６４―７１４２，Fax：０３―３３６４―７１０４，

E-mail : s-yoneda@kahaku.go.jp

高橋和也

〒３５１―０１９８ 埼玉県和光市広沢２―１

理化学研究所加速器基盤研究部

小林貴之（ホームページ）

〒１５６―８５５０ 東京都世田谷区桜上水３―２５―４０

日本大学文理学部

ニュースへ記事やご意見をお寄せください
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